
の筋線維型構成の解析は続行中である｡
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本研究は,複数の群れが連続して分布する地域

において,そこに生息する各袋田の構成とその動

態ならびに環境の利用様式を明らかにすることに

よって,ニホンザルの地域個体群の実体を把握し

ようとするものである｡本年度は,昨年度に引き

継ぎ,冷温村･非多雪地のニホンザルを対象に,

テレメトリ法による個体追跡とセンサスによって,

1)出産期の推定と出産数の把軌 2)夏季の環境利

用の解析を試みた｡

出産期の推定は,4月上旬から7月中旬にかけ

て週一回の間隔でセンサスをおこない,新生児数

の増加傾向から求めた｡その結果,A群では,罪

信個体を含む7頭が出産し,その出産期は4月下

旬から7月中旬と推定すろことができた｡一方,

成猷オスを発信個休とするBl群では,出産期に発

信個体が群れから離れ,オスグループを形成した

ためBl群の出産に関する資料を得ることはできな

かった｡したがって,次年度からは,成猷メスを

発信個体とする複数の群れについて調査し,当地

域の出産に関する資料を充実させたい.

環境利用については,昨年度発信機を装着した

3頭を引き続き追跡した｡結果については,現在

整理中であるので,ここではA群の移動様式につ

いて報告する｡A群の追跡日数は,昨年11月から

7月までの8カ月間でのペ72日である｡その行動

域は,イロハ板を中心に摂苗800-1.500mの範囲

に位置し,面恥ま約740h (泊り功の粒外邦を結

んだ凸多角形の面机)であった｡初冬(ll-1月)

の行動域は比較的大きく,摂柘800-1β00mに位
置していたが,2･8月の暇寒掛ま招請1.300m

付近に符和し,行動域は著しく小さくなった｡そ

して,4月に入り再び行動域は拡大し,夏に向か

うほつれ徐々に標高の高い万へその中心を移し,

7月には摂南1,800-1,訓Omの冷温帯上空取Dウラ

ジロモミの林を主に利用するようになった｡この

ようにその移動様式はかなり複雑な様相を呈し,

今後,食性の変化ならびに気温･積雪などの各環

境要因ならびに隣接する集団との関係から,その

解析を進めてゆきたい｡

非計測的変異形文によるMacaca4種間の比較
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目下,資料を分析中であり,ニホンザル,アカ

ゲザル,タイワンザルの8軌 こついて中間結果を

報告する｡Macaca同の坊間では簡単にハイプ7)

ッドができ,その間の迫伝的相熟まきわめて小さ

い｡従って,種内の地域災団間比較をする手法と

似た方法を用いて近縁種問比較ができ,その間の

系統関係を論じることができると予想される｡そ

のような方法に非計測的変異形質にJ:ろ上王政があ

る｡この場合,厳密には各種内での地理的変異が

小さい形質だけを選択すろのが望ましいが,ここ

ではそれを無祝し,頭五倍で40項目,歯で26項目

にわたって調べた｡

ニホンザル(N-225)では,蝶形骨頭頂骨連

結(180/o),糊付涙骨迎結(820/a),鱗状頭頂骨

(86%),舌下神擢管二分(74%),重複オトガ

イ孔(餌C/0),petrous spine(420/a),下顎

結合孔欠損(120/0)が普通に見られるが,他の2

種ではこれらの頻度はより低いか稀である(M仇

N-25:6%,0%,4%,30%,85%,4%,

40/0,噸番はとに同じ)(Mc,N-2B:OC/0,

4%,2%,11% 31% 3%,0%)｡しかし,

前上顎骨の昇骨上連結は後2者で顔皮が市いくM

I:80/0,Mm:80C/0,Mc:450/o)｡歯のme-
sostyle.postprotostyle.耶7攻頭などの出
現琉皮にも8校間で迎いがある｡性差の少ない頭

冊の10形質を用いてMDDを計算すると,ニホン

ザル-アカゲザル問:14.6,ニホンザルータイワ

ンザル問:19.7.アカゲザルータイワンザル間 :

2.1となった｡この結果はFoden(1980)やDel-

son(1980)らの系統関係の説を支持する｡このよ

うに,まだ多くの改良すべきところがあるが,

Macocaの種問比較にも非計測的変異形質が使え
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